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江川紹子、西岡研介、山田清機、小林美希、出井康博、石井光太、松本美奈、岡田武史、富坂 聰、
中村繁夫、溝口 敦、宇垣美里、河合香織、開沼 博、稲泉 連、鈴木敏夫、羽鳥好之、矢野康治、中島伸子、

岩尾俊兵、滝田洋一、石井妙子、與那覇 潤、編集部
イラストレーション・マグマ ジャイアンツ

「平成全史」特集後編では、事件、災害、雇用、教育など、主に社会問題について考える。
「失われたX年」と、過去の栄光を取り戻そうとするのではなく、
令和の時代にどのようなビジョンを描き、実行していくのか？

それは、今を生きるわれわれ自身にかかっている。

Wedge Special Report

令和の日本再生へ 今こそ知りたい平成全史

創刊35周年記念号
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小
誌
が
創
刊
し
た
１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
の
約
２
年
前
、
あ
る

巨
大
組
織
が
「
崩
壊
」
し
た
。

　

日
本
国
有
鉄
道（
国
鉄
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　

国
鉄
崩
壊
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
一

つ
に
は
、
全
国
一
体
運
営
の
公
共
企
業
体
で

あ
り
、
運
賃
や
賃
金
、
設
備
投
資
な
ど
は
す

べ
て
、「
国
会
の
議
決
」
が
必
要
で
あ
っ
た

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
経
営
の
根
幹
は
民
意
に

敏
感
な
政
治
に
握
ら
れ
て
い
た
。「
当
事
者

意
識
」
が
芽
生
え
る
は
ず
が
な
い
。

　

し
か
も
、
政
治
は
我
田
引
水
な
ら
ぬ
「
我

田
引
鉄
」
と
ば
か
り
に
、
不
採
算
が
明
確
な

地
方
で
も
鉄
路
整
備
を
掲
げ
た
。
借
金
で
経

営
状
況
が
悪
化
し
て
も
な
お
、
国
会
の
議
決

を
得
る
た
め
、
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
で
あ

っ
て
も
、
職
員
の
要
員
合
理
化
や
赤
字
路
線

の
廃
止
、
運
賃
値
上
げ
な
ど
、
経
営
に
直
結

す
る
課
題
は
〝
先
送
り
〞
さ
れ
続
け
た
。

　

一
方
、
現
場
で
は
、
一
部
を
除
き
多
く
の

職
員
が
日
々
、職
務
遂
行
に
奮
闘
し
て
い
た
。

だ
が
、
公
共
企
業
体
と
い
う
経
営
形
態
も
あ

り
、「
国
鉄
は
倒
産
し
な
い
」「
最
後
は
国
が

何
と
か
し
て
く
れ
る
」と
い
う
意
識
が
強
く
、

ま
さ
に
〝
ゆ
で
ガ
エ
ル
〞
状
態
の
ま
ま
、
衰

退
し
、
崩
壊
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
歴
史
を
見
る
に
つ
け
、私
に
は
、

現
代
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
問
題
が
、
国
鉄

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
生
ま
れ
た
平
成
時
代
。
小
誌
編
集
部
が

撮
影
し
た
写
真
で
２
０
０
９
年
か
ら
の
15
年
間
を
振
り
返
る
。

編
集
部
が
取
材
・
撮
影
し
た

写
真
で
振
り
返
る
平
成（
後
半
）と
令
和

６
月
に
は
ビ
ッ
グ
３
の
巨
頭
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ（
Ｇ
Ｍ
）が

16
兆
４
０
０
０
億
円
も
の
負
債
を
抱
え
て
倒
産
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
た
。
８
月
30
日
、
衆

議
院
選
挙
で
民
主
党
が
勝
利
し
、
政
権
交
代
が
起
き
た

１
月
に
米
国
で
黒
人
初
の
大
統
領
に

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
就
任

20092012

５
月
28
日
、
ア
ッ
プ
ル
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
国
内
で
も
販
売
開
始
。
写
真
は
銀
座
の

ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
前
に
並
ぶ
人
々
。
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
に
続
い
て
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

と
、
日
本
の
エ
レ
キ
メ
ー
カ
ー
の
存
在
感
が
ど
ん
ど
ん
薄
れ
て
い
っ
た

ア
ッ
プ
ル
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が

日
本
国
内
で
も
販
売
開
始

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が

オ
ー
プ
ン

３
月
11
日

東
日
本
大
震
災
が
発
生

「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」が
成
立

201020112013

デトロイトにあるGM本社ビル。写真を
撮ったビルは、9.11で破壊されたニュー
ヨークの世界貿易センタービルを設計し
たことで知られる日系人ミノル・ヤマサキ
（1912～86）が設計したもの

Chronology
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ED
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G
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2010

震災1カ月後の宮城県石巻市

W
ED

G
E

W
ED

G
E

第
二
次
安
倍
晋
三
政
権
発
足

東
北
沖
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
三
陸
地
方

を
中
心
に
巨
大
津
波
に
襲
わ
れ
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
を
起
こ
し
た

（前編）「今、なぜ、平成という時代を振り返る必要があるのか？」はWEB版でご覧いただけます
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特集 令和の日本再生へ 今こそ知りたい平成全史・後編

崩
壊
前
夜
の
構
図
と
酷
似
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
。
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確

で
あ
っ
て
も
、
問
題
が
先
送
り
さ
れ
続
け
る

の
は
そ
の
最
た
る
例
だ
ろ
う
。
国
鉄
も
バ
ブ

ル
も
そ
う
だ
が
、
問
題
の
本
質
は
、
そ
う
し

た
不
都
合
な
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
し
、
そ
の

「
崩
壊
」
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
日
本
を
国
鉄
の

二
の
舞
い
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
の
再
生
は
日
本
人
の
手
で 

平
成
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

昨
今
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
や
経
済
の

停
滞
な
ど
を
前
に
し
て
、
日
本
の
将
来
に
対

し
、
悲
観
論
が
根
強
い
。
だ
が
、
あ
き
ら
め

る
の
は
早
計
だ
。
打
開
策
は
必
ず
あ
る
。

　

今
、
日
本
人
に
必
要
な
こ
と
は
、
問
題
を

正
視
し
、
そ
れ
に
至
っ
た
原
因
、
す
な
わ
ち
、

平
成
の
時
代
に
起
き
た
さ
ま
ざ
ま
な「
変
化
」

や
「
出
来
事
」
を
し
っ
か
り
と
検
証
す
る
こ

と
、
起
こ
り
得
る
将
来
に
備
え
る
こ
と
、
新

し
い
時
代
の
未
来
を
描
き
出
し
、
勇
気
を
持

っ
て
、
一
歩
前
に
踏
み
出
す
こ
と
で
は
な
い

か
。
令
和
の
日
本
の
再
生
は
日
本
人
の
手
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
大
切
な
日
本
を
守
り
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
国

民
一
人
ひ
と
り
の
決
意
と
行
動
が
今
、
問
わ

れ
て
い
る
。（
編
集
長
・
大
城
慶
吾
）

〝
泡
沫
〞候
補
と
見
ら
れ
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統

領
に
当
選
し
た
。
米
国
で
取
材
す
る
と
、
ト
ラ
ン
プ

氏
は
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
小
さ
な
街
ま
で
訪
問
し「
こ

ん
な
と
こ
ろ
ま
で
来
て
く
れ
た
」と
、
住
民
が
感
謝

し
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た

2017

日
産
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
会
長
逮
捕

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が

米
国
第
45
代
大
統
領
に
就
任

皇
太
子
徳
仁
親
王
が
第
１
２
６
代
天
皇
に
即
位

時
代
は
、平
成
か
ら
令
和
に

「
安
全
保
障
関
連
法
」が
成
立

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
可
能
に

東
京
五
輪
無
観
客
で
開
催

安
倍
元
首
相
が
銃
撃
さ
れ

搬
送
先
の
病
院
で
死
亡

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
が
性
加
害
を
認
め
謝
罪

2018

2019

2015202120222023

2016

2020

2014

震度7を記録。3000人以上の死傷者を出し
た。写真は「阿蘇大橋」（24年3月に撮影）

４月20日Wedge
35周年記念号
（前半）発売

1月に、中国からの帰国者の新型コロナウイルス感
染が国内で初めて判明。その後、初の緊急事態宣
言が発出。写真は緊急事態宣言下、4月16日15時
38分の新宿駅南口。人がほとんどいなかった。9
月には、安倍政権総辞職。第二次安倍政権発足
以降、連続在任日数は2822日で憲政史上最長

熊本地震発生

新型コロナウイルスがまん延（パンデミック）

消費税が5％から8％へ
9月8日、日本でテスラ車の納車が開始され
た。写っているのは「モデルS」。当時、デザ
イン性の高さに驚かされた。今や、モデル3、
Y、Xなど、日本でも普通に見かける電気自動
車になった

W
ED

G
E

W
ED

G
E

W
ED

G
E

2016

2019

2020

2021

202220232024 2018

2017

2024
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オオ
ウ
ム
真
理
教
が
最
初
の

殺
人
事
件
を
犯
し
た
の

が
１
９
８
９（
平
成
元
）

年
２
月
。
教
団
の
秘
密

を
知
っ
て
い
る
信
者
が
脱
会
す
る
の
を
阻
止

す
る
た
め
だ
っ
た
。
同
年
11
月
に
、
教
団
と

対
峙
し
て
い
た
坂
本
堤
弁
護
士
と
そ
の
妻
子

を
殺
害
。
94
年
の
松
本
サ
リ
ン
事
件
、
95
年

の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
経
て
、
よ
う
や
く

警
察
が
一
斉
に
強
制
捜
査
を
展
開
し
、
教
祖

以
下
の
幹
部
は
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
教

団
の
犯
罪
を
裁
く
司
法
の
プ
ロ
セ
ス
が
長
く

続
い
た
。
逃
走
犯
も
含
め
、
全
て
の
被
告
人

の
裁
判
が
終
わ
っ
た
の
は
、
２
０
１
８
年
１

月
で
あ
る
。
そ
し
て
７
月
、
死
刑
が
確
定
し

て
い
た
13
人
の
刑
が
、
２
回
に
分
け
て
、
全

国
６
つ
の
拘
置
所
で
執
行
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
多
く
の
人
の
記
憶

の
中
で
オ
ウ
ム
真
理
教
は
「
平
成
」
と
い
う

時
代
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

1958年、東京都生まれ。早稲田
大学政治経済学部を卒業後、神
奈川新聞社社会部記者を経て、
フリージャーナリスト。神奈川
大学特任教授。95年にはオウム
真理教の取材で第43回菊池寛賞
受賞。著書に『「カルト」はす
ぐ隣に』（岩波書店）など多数。

オウム真理教では、人のあらゆる欲求や感性を「煩悩」と呼び、滅却すべきものとされた

文・江川紹子
Shoko Egawa

ジャーナリスト

「平成」を利用したオウム真理教
カルトは今もあなたの隣に
オウム事件は平成だから起こったのではなく、時代状況を利用したものだと筆者は言う。
今もなお、われわれの近くに存在する危険に、どのように対応すればよいのだろうか。

Part 1   CULT

GAM
M
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今今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景

が
あ
る
。
平
成
が
「
災

害
の
時
代
」
と
呼
ば
れ

る
原
点
と
な
っ
た
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
」（
以
下
、
阪
神
大
震
災
）

の
発
生
か
ら
３
日
後
、
１
９
９
５
年
１
月
20

日
の
こ
と
だ
。

　

阪
神
大
震
災
で
、
家
屋
倒
壊
に
よ
る
被
害

が
最
も
大
き
く
、
神
戸
市
内
で
最
多
の
１
４

６
９
人
の
死
者
を
出
し
た
東
灘
区
で
は
、
発

災
か
ら
、
生
存
率
が
大
幅
に
低
下
す
る
と
い

わ
れ
る
72
時
間
が
過
ぎ
て
も
ま
だ
、
多
く
の

人
た
ち
が
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
日
の
午
前
、
同
区
本
山
中
町
で
も
、

一
家
４
人
が
生
き
埋
め
に
な
っ
た
ま
ま
だ
っ

た
。

　

現
場
で
は
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
福
岡
県

警
管
区
機
動
隊
の
隊
員
た
ち
が
、
懸
命
の
救

出
活
動
を
続
け
て
い
た
。

　

隊
員
２
２
０
人
は
17
日
の
発
災
後
、
被
災

地
を
中
心
に
東
西
に
広
が
っ
た
大
渋
滞
を
乗

1967年、大阪市生まれ。『神戸
新聞』社会部記者として、阪神・
淡路大震災などを取材。『週刊
文春』記者などを経て、フリー
ランスに。著書に『ふたつの震
災─［1.17］の神戸から［3.11］
の東北へ』（松本創との共著、
講談社）など多数。

3号神戸線は物流機能の生命線であり、その倒壊は大きな衝撃を与えた

文・西岡研介
Kensuke Nishioka

ノンフィクションライター

阪神大震災で進化した警察
〝未災者〟の国民にできること
「平成」という時代を通じ、災害を経るたびに支援体制を進化させてきた警察。
だが、能登半島地震で新たな課題に直面した。今、国民に求められていることとは。

Part 2   D ISASTER

JIJI り
越
え
、
翌
18
日
に
神
戸
に
入
り
、
東
灘
区

で
救
助
活
動
を
始
め
た
。
当
時
、
重
機
を
持

っ
て
い
な
か
っ
た
同
隊
の
活
動
は
、
木
造
家

屋
に
限
ら
れ
た
が
、
出
発
前
に
、
ス
コ
ッ
プ

や
つ
る
は
し
を
か
き
集
め
、
車
両
17
台
に
積

め
る
だ
け
積
ん
で
き
た
。
18
日
は
１
人
、
19

日
は
３
人
の
生
存
者
を
救
出
し
、
両
日
で
51

体
の
遺
体
を
収
容
し
た
。
現
場
に
は
、
遺
体

を
覆
う
布
す
ら
な
く
、
隊
員
は
自
分
た
ち
の

毛
布
を
遺
体
に
か
け
た
。

　

掘
り
起
こ
し
作
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
数
時

間
後
、
家
族
を
守
ろ
う
と
、
倒
れ
て
き
た
梁

を
支
え
る
よ
う
に
息
絶
え
て
い
た
父
親
が
発

見
さ
れ
た
。
続
い
て
母
親
。
さ
ら
に
、
壁
土

の
下
か
ら
幼
い
兄
弟
が
見
つ
か
っ
た
。
６
歳

の
弟
が
、
９
歳
の
兄
の
腕
に
し
が
み
つ
く
よ

う
に
息
を
引
き
取
っ
て
い
た
。

　

４
人
の
遺
体
を
運
び
出
し
た
後
、
１
人
の

若
い
隊
員
が
、
遺
体
に
寄
り
添
う
よ
う
に
膝

を
つ
き
、
首
に
巻
い
て
い
た
タ
オ
ル
で
、
兄

弟
の
顔
に
つ
い
た
泥
を
落
と
し
始
め
た
。「
き

つ
か
っ
た
（
つ
ら
か
っ
た
）
ね
、
き
つ
か
っ

た
ね
…
…
」。
そ
う
声
を
か
け
つ
つ
隊
員
は
、

子
ど
も
た
ち
の
顔
を
拭
い
続
け
て
い
た
。

　

彼
ら
の
救
出
活
動
に
、
一
縷
の
望
み
を
託

し
て
い
た
私
も
、
構
え
て
い
た
カ
メ
ラ
を
下

ろ
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

震
災
発
生
当
時
、
私
は
、
地
元
紙
『
神
戸

新
聞
』
の
警
察
担
当
記
者
、
い
わ
ゆ
る
「
サ

ツ
回
り
」
で
、
神
戸
市
内
の
所
轄
警
察
署
を
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１１
９
９
７
年
11
月
16
日
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ
ョ
ホ

ー
ル
バ
ル
で
行
わ
れ
た

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
ア
ジ
ア
最
終
予
選
。
２
対
２

の
ま
ま
延
長
戦
に
も
つ
れ
こ
ん
だ
イ
ラ
ン
代

表
と
の
激
闘
は
、
Ｐ
Ｋ
戦
に
突
入
す
る
目
前

だ
っ
た
。

　

残
り
時
間
が
２
分
に
迫
っ
た
延
長
後
半
13

分
、
中
田
英
寿
の
左
足
か
ら
放
た
れ
た
シ
ュ

ー
ト
は
相
手
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
に
防
が
れ
る

も
、
弾
い
た
と
こ
ろ
に
岡
野
雅
行
が
詰
め
て

ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
た
。
日
本
代
表
の

Ｗ
杯
初
出
場
が
決
ま
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。

「
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
の
歓
喜
」
と
し
て
日
本

の
サ
ッ
カ
ー
史
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
の
試
合

は
、「
平
成
」
を
通
じ
て
Ｗ
杯
の
出
場
常
連

国
に
上
り
つ
め
た
日
本
の
原
点
と
も
い
え

る
。
こ
の
時
、
チ
ー
ム
を
率
い
て
い
た
の
が

世界最先端を走る日本
「遺伝子にスイッチ」を入れよう

1998年、サッカーワールドカップに初出場を果たした日本代表。チームを指揮したのが岡田武史だ。
指導者、経営者に加えて、教育者としての顔も持つ岡田が見た「平成」とは─。

Interview 1   SPORTS&EDUCATION

聞き手／構成・編集部（野川隆輝、鈴木賢太郎）　写真・さとうわたる

1956年、大阪府生まれ。早稲田大学政治経済
学部卒業後、古河電気工業サッカー部（現・
ジェフユナイテッド千葉）に入団。ディフェ
ンダーとして日本代表でも活躍。90年に引退
後、ドイツへのコーチ留学を経てコンサドー
レ札幌、横浜F・マリノス、日本代表などの
監督を歴任。2010年のFIFAワールドカップ南
アフリカ大会ではチームをベスト16に導く。

岡田武史
Takeshi Okada

今治．夢スポーツ代表取締役会長
FC今治高等学校学園長
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減る暴力団、増える半グレ
不都合な真実にも目を向けよ
半グレが隆盛する一方、暴排条項などで暴力団が激減している。
国民は安堵しているかもしれないが、さまざまな問題が噴出している。

Part 7   SOCIAL

1942年東京都生まれ。暴力団
や新宗教に焦点をあてて執筆
活動を続け、『食肉の帝王』（講
談社）で第25回講談社ノンフ
ィクション賞などを受賞。

文・溝口 敦
Atsushi Mizoguchi

ノンフィクション作家、
ジャーナリスト

（前編）「衰退する夜の銀座 裏面にある女性たちの『性』の自己管理」はWEB版でご覧いただけます
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今今

け
た
。
だ
が
、
バ
ブ
ル
が
弾
け
る
と
、
ほ
ぼ

全
滅
状
態
に
な
り
、
11
年
ま
で
に
全
都
道
府

県
で
暴
排
条
例
が
施
行
さ
れ
る
と
、
ま
す
ま

す
窮
乏
化
し
た
。

　

同
条
例
は
暴
力
団
と
一
般
社
会
の
分
断
を

主
目
的
に
据
え
、
例
え
ば
暴
力
団
へ
の
「
利

益
供
与
の
禁
止
」
を
規
定
し
た
。
み
か
じ
め

料
の
支
払
い
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
で
、
一
時

は
飲
食
店
の
出
前
や
宅
配
便
の
発
送
、
配
達

も
禁
止
と
い
う
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
ま
た
条
例

と
共
に
、
全
国
銀
行
協
会
な
ど
の
業
界
ご
と

に
「
暴
排
条
項
」
も
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
組
員
は
新
規
に
銀
行
口
座
を
開
設
で
き

な
い
、
組
を
や
め
て
５
年
以
内
の
者
は
組
員

と
同
じ
よ
う
に
扱
う
な
ど
の
規
則
を
盛
り
込

ま
れ
た
。

　

組
員
が
組
を
や
め
て
普
通
の
会
社
に
就
職

し
よ
う
に
も
、
給
与
振
り
込
み
の
口
座
さ
え

作
れ
な
い
の
で
就
職
で
き
な
い
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
車
が
欲
し
く
て
も
月
払
い
の
購
入

を
拒
否
さ
れ
る
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ず
、
高
速
道
路
の
利
用
も
不
便
を

強
い
ら
れ
、
ア
パ
ー
ト
を
賃
借
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
、
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
時
に
「
組
員

で
あ
る
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
な
か
っ
た
の

で
事
後
、
詐
欺
で
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
組
員

の
人
権
を
否
定
す
る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
各

地
で
相
次
い
だ
。

に
自
分
が
ど
こ
の
誰
だ
か
分
か
ら
せ
な
い
、

つ
ま
り
名
前
や
身
分
を
偽
り
、
隠
れ
る
こ
と

で
カ
ネ
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
方
が
犯
罪
の

主
力
で
あ
り
、
被
害
額
も
大
き
い
。

　

ヤ
ク
ザ
は
「
男
を
売
る
」
商
売
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
周
り
に
自
分
が
ど
こ
の
誰
と
分

か
ら
せ
た
上
で
シ
ノ
ギ
を
進
め
る
。
逆
に
オ

レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
は
徹
底
的
に
被
害
者
を
だ

ま
し
、自
分
が
被
害
者
の
孫
だ
と
さ
え
偽
る
。

恐
喝
と
詐
欺
は
両
方
と
も
相
手
か
ら
カ
ネ
を

奪
う
犯
罪
だ
が
、
そ
の
働
き
か
け
方
は
脅
す

か
、
だ
ま
す
か
、
正
反
対
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

と
る
。
現
在
、
詐
欺
に
手
を
染
め
る
組
員
は

多
い
が
、
本
来
は
恐
喝
こ
そ
暴
力
団
の
得
手

で
あ
り
、
特
殊
詐
欺
な
ど
に
は
ヤ
ク
ザ
が
む

し
ろ
半
グ
レ
の
後
に
進
出
し
て
い
る
。
一
般

的
に
ヤ
ク
ザ
は
若
手
が
少
な
く
、
新
し
い
シ

ノ
ギ
の
創
建
や
熟
達
は
不
得
手
で
あ
る
。

　

シ
ノ
ギ
の
う
ち
、
賭
博
は
競
馬
や
競
輪
な

ど
の
公
営
賭
博
に
押
さ
れ
、
か
つ
常
設
盆

（
注
・
常
設
賭
場
）
や
野
球
賭
博
は
警
察
に

よ
る
徹
底
的
な
取
締
り
で
壊
滅
状
態
と
い
っ

て
い
い
。
他
に
飲
食
店
や
遊
技
場
な
ど
か
ら

の
「
み
か
じ
め
料
（
注
・
後
見
役
代
、
用
心

棒
代
）」
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
近
年
、
警
察

の
指
導
や
11
年
ま
で
に
施
行
さ
れ
た
暴
力
団

排
除
条
例
（
暴
排
条
例
）
で
店
が
打
ち
切
り

に
す
る
か
、
大
幅
に
減
額
し
た
上
、
渋
々
支

払
う
程
度
に
削
が
れ
て
い
る
。

　

暴
力
団
は
親
子
盃
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

擬
制
血
縁
関
係
と
い
い
、
赤
の
他
人
が
盃
に

よ
り
親
│
子
の
関
係
を
結
ぶ
。
あ
る
親
の
子

は
全
て
兄
弟
分
と
な
り
、
新
旧
で
兄
貴
分
や

舎
弟
に
区
分
さ
れ
る
。
親
分
の
兄
弟
分
は
子

分
に
と
っ
て
は
叔
父
貴
に
な
る
。
そ
の
メ
ン

バ
ー
（
組
員
）
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
営
業
者
と

い
っ
て
よ
く
、親
分
や
兄
貴
分
に
教
え
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ノ
ギ
を
始
め
る
。
兄
貴
分
に

シ
ノ
ギ
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

は
あ
る
が
、
組
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
特
定

の
シ
ノ
ギ
に
総
当
た
り
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な

い
。
た
だ
覚
醒
剤
専
業
の
組
は
別
で
、
組
員

の
お
お
か
た
が
密
売
に
従
事
す
る
。

　

子
分
は
シ
ノ
ギ
を
覚
え
、
親
も
手
に
余
す

不
良
の
自
分
が
こ
う
し
て
食
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
親
分
や
代
紋
（
い
わ
ば
組
の
バ
ッ

ジ
）
の
お
か
げ
と
い
う
わ
け
で
、親
分
（
組
）

に
月
の
会
費
（
定
額
）
を
差
し
出
す
（
他
に

臨
時
出
金
も
あ
る
。
２
つ
を
併
せ
て
警
察
は

上
納
金
と
呼
ぶ
）。

暴
排
条
例
が
も
た
ら
す
影
響 

組
員
の
ア
ン
グ
ラ
化
と
は

　

バ
ブ
ル
盛
期
、
地
上
げ
を
手
掛
け
る
ヤ
ク

ザ
の
中
に
は
億
と
い
う
カ
ネ
を
握
っ
た
者
が

ざ
ら
に
い
た
。
中
堅
層
以
上
で
は
株
で
も
儲

か
ら
約
60
年
前
、
１
９

６
３
年
の
暴
力
団
構
成

員
数
は
戦
後
ピ
ー
ク
の

18
万
４
０
０
０
人
を
数

え
た
。
そ
れ
が
２
０
２
３
年
は
２
万
４
０
０

人
、
最
盛
期
の
１
割
近
く
ま
で
減
少
し
た
。

一
説
に
よ
る
と
日
本
の
タ
レ
ン
ト
数
が
２
万

５
０
０
０
人
超
と
い
う
か
ら
、
タ
レ
ン
ト
よ

り
ヤ
ク
ザ
の
数
が
少
な
い
。
警
察
庁
で
は
暴

力
団
を
「
反
社
会
的
勢
力
（
反
社
）」
と
し

て
い
る
が
、
産
業
的
に
見
れ
ば
す
で
に
オ
ワ

コ
ン
に
近
い
。
特
に
平
成
は
そ
れ
ら
の
動
き

を
加
速
さ
せ
た
時
代
だ
と
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

彼
ら
が
手
掛
け
る
犯
罪
の
う
ち
今
も
シ
ェ

ア
１
位
を
占
め
る
の
は
覚
醒
剤
の
密
輸
、
密

売
ぐ
ら
い
だ
。
全
国
の
流
通
を
ほ
ぼ
独
占
的

に
牛
耳
り
、
覚
醒
剤
は
彼
ら
が
所
属
す
る
組

と
い
う
垣
根
を
越
え
て
横
断
的
に
流
通
し
て

い
る
。
大
麻
や
危
険
ド
ラ
ッ
グ
、
特
殊
詐
欺

な
ど
に
な
る
と
、
も
っ
ぱ
ら
匿
名
型
流
動
性

犯
罪
集
団
（
半
グ
レ
）
や
不
良
外
国
人
が
中

心
で
あ
る
。

　

警
察
庁
は
暴
力
団
の
伝
統
的
資
金
源
（
シ

ノ
ギ
）
を
覚
醒
剤
、
恐
喝
、
賭
博
と
し
て
い

る
。こ
の
う
ち
恐
喝
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

相
手
が
、
自
分
を
何
組
の
誰
と
分
か
っ
た
上

で
強
行
す
る
の
が
恐
喝
だ
が
、
今
は
被
害
者
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日日
本
の
借
金
が
急
激
か
つ

雪
だ
る
ま
式
に
膨
ら
ん

だ
の
は
、
平
成
の
時
代

が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
な
ど
の
歳

出
が
増
え
続
け
る
一
方
、
税
収
は
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
た
１
９
９
０
年
度
を
境
に
伸
び
悩

み
、
そ
の
差
は
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ニ
の
口
」
の

よ
う
に
開
い
た
。
し
か
も
、
少
子
化
に
よ
り

税
の
担
い
手
が
減
り
続
け
て
い
る
か
ら
、
ま

さ
し
く
、「
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
い
」
と

い
う
構
造
赤
字
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
穴
埋

め
は
公
債
の
発
行
で
賄
わ
れ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
、
大
き
な
危
機
が

起
こ
る
た
び
に
、財
政
依
存
を
深
め
て
き
た
。

こ
れ
は
、
令
和
に
な
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
10
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金
を

は
じ
め
、
年
間
の
国
家
予
算
に
匹
敵
す
る
１

０
０
兆
円
以
上
に
上
る
巨
額
の
財
政
出
動
を

行
っ
た
。

1985年一橋大学経済学部卒業、
大蔵省（現財務省）入省。大臣
官房審議官（主税局担当）、大
臣官房長、主税局長、主計局長
などを経て、2021年7月から1年
間、財務事務次官を務めた。

「日本政府には資産がたくさんあるから大丈夫？」 。こうした楽観論が跋扈しているが……

文・矢野康治
Kouji Yano

前財務事務次官

平成でタガが外れた日本財政
根拠なき楽観論に物申す
財政規律が弛緩し、借金が急激かつ雪だるま式に膨らんでいった平成の日本。
財政楽観論や減税論に惑わされず、構造的な改革を断行していくべきだ。
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事事

生
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
識
者
が
「
格
差
社
会
で

生
ま
れ
た
犯
罪
だ
」「
派
遣
労
働
者
の
怒
り

が
根
底
に
あ
る
」
と
い
っ
た
解
釈
で
事
件
を

捉
え
て
い
ま
し
た
。
私
も
そ
の
解
説
で
腑
に

落
ち
て
い
た
の
で
す
が
、
加
藤
智
大
元
死
刑

囚
が
書
い
た
４
冊
の
著
書
を
読
む
と
、
全
く

違
う
理
由
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

彼
は
む
し
ろ
、
正
社
員
よ
り
も
自
由
に
辞
め

ら
れ
る
派
遣
社
員
と
し
て
働
く
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
の
で
す
。
事
件
を
起
こ
し
た
理
由
も

携
帯
電
話
サ
イ
ト
の
掲
示
板
で
知
ら
な
い
人

と
つ
な
が
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
こ
と
が

原
因
で
し
た
。

與
那
覇　

秋
葉
原
事
件
の
前
に
は
「
西
鉄
バ

ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
」（
00
年
）が
あ
り
ま
し
た
。

犯
人
の
少
年
は
「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
の
ヘ
ビ

ー
ユ
ー
ザ
ー
で
、「
強
が
っ
て
い
る
け
ど
、

口
だ
け
だ
ろ
う
？
」
と
い
っ
た
書
き
込
み
で

煽
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
彼
も
加
藤
元

死
刑
囚
も
、
一
度
は
期
待
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

の
つ
な
が
り
に「
裏
切
ら
れ
た
」
と
感
じ
て
、

リ
ア
ル
な
暴
力
に
走
っ
た
面
が
あ
り
ま
す
。

石
井　

ネ
ッ
ト
上
で
知
ら
な
い
人
か
ら
自
尊

心
を
傷
つ
け
ら
れ
、「
ど
う
せ
、
で
き
る
わ

け
な
い
」
と
焚
き
つ
け
ら
れ
た
結
果
、「
だ

っ
た
ら
や
っ
て
や
る
」
と
い
う
形
で
犯
行
に

及
ん
で
い
る
点
で
、
西
鉄
事
件
も
秋
葉
原
事

件
も
構
図
が
似
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
犯

行
動
機
は
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。
私
が
ネ
ッ

ト
に
疎
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
あ
く
ま
で
も
相
手
は
ネ
ッ
ト
上
の
人
物

で
、
会
っ
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
な
い
人
。

そ
う
い
う
人
た
ち
へ
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
に

無
差
別
殺
人
を
行
う
な
ん
て
。
彼
ら
の
中
で

は
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
ほ
う
が
大
き
く
て
、
現

実
社
会
の
ほ
う
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

與
那
覇　

ネ
ッ
ト
で
の
「
自
分
の
評
判
」
こ

そ
が
一
番
切
実
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
ネ

ッ
ト
自
体
が
存
在
し
な
か
っ
た
昭
和
に
は
あ

り
得
な
か
っ
た
感
覚
で
す
よ
ね
。

　

た
と
え
ば
秋
葉
原
事
件
を
皮
切
り
に
、
突

如
発
生
し
た
重
大
犯
罪
を
「
テ
ロ
」
と
呼
ぶ

か
否
か
が
論
争
を
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
の
「
安
倍
晋
三
元
首
相
銃
撃
事
件
」

（
22
年
）
も
そ
う
で
し
た
。
私
は
む
し
ろ
、

平
成
以
降
は
ど
ん
な
事
件
で
も
何
か
し
ら
の

テ
ロ
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
て
い

ま
す
。「
自
分
の
評
判
が
こ
こ
ま
で
低
い
の

は
、今
の
世
の
中
そ
の
も
の
が
狂
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
全
否
定
し
て
や
る
」
と
い
っ
た
、
世

界
の
滅
亡
を
描
く
「
セ
カ
イ
系
」
の
ア
ニ
メ

の
よ
う
な
情
動
で
起
こ
す
テ
ロ
で
す
ね
。
ネ

ッ
ト
上
の
世
界
こ
そ
が
、
現
実
の
社
会
よ
り

も
生
々
し
い
実
感
を
伴
っ
て
感
じ
ら
れ
て
い

る
。

件
は
世
相
を
映
す
鏡
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
経
済
の
低
迷
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
誕
生

し
た
「
平
成
」
と
い
う
時
代
の
中
で
起
こ
っ

た
数
々
の
事
件
。
昭
和
の
時
代
と
は
一
体
何

が
違
う
の
か
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

石
井
妙
子
氏
と
『
平
成
史
』（
文
藝
春
秋
）

を
著
し
た
與
那
覇
潤
氏
が
語
る
。

編
集
部
（
以
下
、
│
）
昭
和
の
時
代
に
比

べ
て
、
平
成
の
事
件
の
特
徴
と
は
何
だ
と
お

考
え
で
す
か
。

石
井　

あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
見
方
で
す

が
、
昭
和
の
時
代
の
犯
罪
と
い
う
も
の
は
、

そ
の
動
機
に
、
大
き
な
理
由
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
腑
に
落
ち
る
見

え
や
す
さ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

與
那
覇　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
国
民
が
共

有
す
る
価
値
観
を
失
っ
た
平
成
の
事
件
は
、

凶
行
に
至
っ
た
犯
人
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
た
ど
り

に
く
い
点
が
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、

右
翼
少
年
が
起
こ
し
た
「
浅
沼
稲
次
郎
社
会

党
委
員
長
刺
殺
事
件
」（
１
９
６
０
年
）
や

連
合
赤
軍
の
「
あ
さ
ま
山
荘
事
件
」（
72
年
）

は
、
そ
の
政
治
的
な
動
機
が
明
瞭
で
し
た
。

石
井　

平
成
に
入
り
、
２
０
０
８
年
に
起
き

た
「
秋
葉
原
通
り
魔
事
件
」
で
は
、
事
件
発

事件史で振り返る平成
「虚」から「実」への転換を
平成時代は、動機がわからない「薄気味悪い」事件が多々
起こったように思われる。ネット世界、承認欲求、自殺願望……。
平成時代のキーワードとひもづけながら、その背景に迫る。
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